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このソフトウェア(以下、F3DG) 
は正面と側面から撮影した被験

 

者のフォームをもとに作成され

 

た３次元座標を使用し、3D表示

 

やグラフ表示をするためのもの

 

である。右図がこの処理の大ま

 

かな図である。(図Ⅰ)

直接、中のファイルを確認できるということは、3D 
表示やグラフ表示の画面に移ったときに意図してい

 

ない結果になることを防ぐ効果がある。また、3次元

 

座標表示や3D表示、グラフ表示ウィンドウも同じ１

 

つのウィンドウを共有するので、デスクトップを散ら

 

かすことなく、作業に集中することができる。

多くの場合、3Dでの確認作業は、外部の3DCG 
制作ソフトウェアを使用しているが、このF3DGを

 

使えば、WindowsやMacでも3D表示が可能であ

 

る。また、撮影不可能な場所、たとえば、地上か

 

ら被験者を見下ろすような視点(図Ⅱ)でもフォー

 

ムを確認することができる。さらに、研究者は撮

 

影した被験者のフォームをパラパラアニメのよう

 

に連続再生することができ、様々な角度から3D 
表示化した被験者を確認することができる。

これまで、被験者フォームの肘や膝角度・手首や指

 

速度を算出する方法は3次元座標ファイルを使用し、

 

表計算ソフト等で計算、グラフ化していたが、F3DGを

 

使うことで、確認したい角度・速度をトップページから2 
クリック(図Ⅲ)、角度から他の角度や速度への移行は

 

1クリックで確認することができる。
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